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第
三
十
八
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
並
び
に
同
条
第
一
項
」
を
「
、
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
仲
介
行
為
」
の

下
に
「
並
び
に
清
算
中
の
法
人
の
残
余
財
産
の
う
ち
に
当
該
法
人
が
そ
の
取
得
を
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
所
有
し
て

い
た
土
地
等
で
所
有
期
間
（
そ
の
取
得
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
法
第
六
十
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
土

地
の
譲
渡
等
を
し
た
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一
日
ま
で
の
所
有
期
間
と
す
る
。）が
五
年
以
下
で
あ
る
も
の
（
当
該
土

地
の
譲
渡
等
を
し
た
日
の
属
す
る
年
に
お
い
て
取
得
を
し
た
も
の
を
含
む
。）が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
残
余
財
産

の
確
定
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
イ
]
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
又
は
事
後
設
立
法
人
」

を
「
又
は
現
物
分
配
法
人
」
に
、「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、

同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
、
独
立
行
政
法
人
空
港
周
辺
整
備
機
構
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
及
び
第
四
十

四
項
」
を
削
る
。

第
三
十
九
条
第
七
項
及
び
第
十
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
、
現
物
出

資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
、「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又

は
適
格
現
物
出
資
」
に
、「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

同
条
第
二
十
二
項
中
「
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、「
こ
れ
ら
の
規
定
」
及
び
「
法
第
六
十

四
条
の
二
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
、
法
第
六
十
八
条
の
七
十
一
第
一
項
」
を
「
、
同
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

六
項
中
「
第
十
四
条
の
八
第
三
号
ロ
又
は
ハ
」
を
「
第
十
四
条
の
八
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三

十
項
中
「
若
し
く
は
第
三
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
十
一
項
中「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
適
格
分
社
型
分
割
等
」

を
「
法
第
六
十
四
条
第
八
項
（
法
第
六
十
四
条
の
二
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
適
格

分
割
等
又
は
法
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割
若
し
く
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
二
第
九
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
三
第
六
項
中
「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
五
第
十
三
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
六
号
」

に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
七
号
」
に
改

め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
、

同
条
第
十
六
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
十
七
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
一
号
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第

十
八
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
一
号
の
二
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
五
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
同
項
第
九
号
」
を
「
同
項
第
八

号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物

分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項
第
二
号
イ
中
「
又
は
適
格
分
割
に
該
当
し
な
い
分
割
型
分
割
」
及
び
「
又

は
分
割
型
分
割
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、「
以
下
こ

の
項
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
九
項
第
二
号
イ
中
「
又
は
適
格
分
割
に
該
当
し
な
い
分
割
型
分
割
」
及
び
「
又

は
分
割
型
分
割
」
を
削
り
、
同
条
第
三
十
九
項
第
一
号
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
事
後
設

立
法
人
」
を
「
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
法
第
六
十
五
条
第
三
項
」
を「
第
六
十
五
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
条
第
四
十
一
項
中
「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
、「
、
適

格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」に
、「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」

を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
規
定
す
る
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
規
定
す
る

適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
（
第
三
号
に
お
い
て
「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
適

格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」

に
改
め
、
同
条
第
四
十
四
項
を
削
り
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
第
六
十
五
条
の
八
第
四
項
第
三
号
」
を
「
第
六
十
五

条
の
八
第
四
項
第
二
号
」
に
、「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、「
差
益

割
合
」
の
下
に「（
同
条
第
十
五
項
第
四
号
に
規
定
す
る
差
益
割
合
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項

と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中
「
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、「
こ
れ
ら
の
規
定
」
及
び
「
法

第
六
十
五
条
の
八
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
、
法
第
六
十
八
条
の
七
十
九
第
一
項
」
を

「
、
同
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
第
四
十
七
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中「
同
項
第
三
号
」

を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
四
十
八
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同

条
第
四
十
九
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
合

併
法
人
等
」
を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
第
三
号
」
を
削
り
、

同
項
を
同
条
第
五
十
項
と
し
、
同
条
第
五
十
二
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
十
三
項
を
同
条
第
五
十
二

項
と
し
、
同
条
第
五
十
四
項
中
「
第
十
四
条
の
八
第
三
号
ロ
又
は
ハ
」
を「
第
十
四
条
の
八
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
三
項
と
し
、
同
条
第
五
十
五
項
を
同
条
第
五
十
四
項
と
し
、同
条
第
五
十
六
項
中「
適

格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、「
適
格
合
併
等
」
を
「
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」

に
、「
合
併
法
人
等
」
を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
五

項
と
し
、
同
条
第
五
十
七
項
中
「
合
併
法
人
等
」
を
「
合
併
法
人
、分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」に
、「
適

格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、「
適
格
合
併
等
」
を
「
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
六
項
と
し
、
同
条
第
五
十
八
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
適
格
分
社
型
分
割

等
」
を
「
法
第
六
十
五
条
の
七
第
九
項
（
法
第
六
十
五
条
の
八
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定

す
る
適
格
分
割
等
又
は
法
第
六
十
五
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割
若
し
く
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
十
七
項
と
し
、
同
条
第
五
十
九
項
を
同
条
第
五
十
八
項
と
し
、
同
条
第
六
十
項
を
同
条
第
五
十
九

項
と
し
、
同
条
第
六
十
一
項
を
同
条
第
六
十
項
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
八
第
六
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
九
第
十
項
中
「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
、「
、
適

格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」に
、「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」

を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
規
定
す
る
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
規
定
す
る
適

格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
（
第
三
号
に
お
い
て
「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
適
格

分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に

改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第

十
四
項
中
「
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、「
法
第
六
十
五
条
の
十
二
第
五
項
第
二
号
及
び
第

三
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
、
法
第
六
十
八
条
の
八
十
三
第
一
項
」
を
「
、
同
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
第
三
号

及
び
第
四
号
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る

適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
法
第
六
十
五
条
の
十
一
第
四
項
（
法
第
六
十
五
条
の
十
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
適
格
分
割
等
又
は
法
第
六
十
五
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割
若
し
く
は
適

格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
十
四
条
の
八
第
三
号
ロ
又
は
ハ
」
を
「
第
十
四
条
の
八
第
四
号
ロ

か
ら
ニ
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
九
の
二
第
七
項
中
「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設

立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二

号
」
に
、「
法
第
六
十
五
条
の
十
四
第
五
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
、
法
第
六
十
八
条
の
八
十
五
第

一
項
」
を
「
、
同
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
二
号
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第

十
一
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
法
第
六
十
五
条
の
十
三
第
四
項
（
法
第
六
十

五
条
の
十
四
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
適
格
分
割
等
又
は
法
第
六
十
五
条
の
十
四
第

三
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割
若
し
く
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
四
条
の
八
第
三
号
ロ

又
は
ハ
」
を
「
第
十
四
条
の
八
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
九
の
三
を
削
る
。

第
三
十
九
条
の
十
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。
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